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易財価格の変動を考慮することが適切であると言える。Gali and Monacelli（２００５）は前出の Calvo
（１９８３）のモデルを基礎とし，開放小国のケースに適したモデルとするため，以下のように貿易財




































































































































































































率 Urの水準（ln Ur），失業率の変化率（d（ln Ur）），失業率および，ダミー変数と失業率の積変数
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